
強力な集客装置である2026年建設予定のアリーナ (多目的交流拠点) が駅近く
にできる事により、三河安城のつかう活動は加速し、アリーナを核としたまち
づくりや地域連携、賑わいが生まれることが予想されます。
そこで、ホームタウンである「シーホース三河」を中心としたスポーツや関連
イベント、安全・安心につながる防災/緊急拠点、教育や生活支援等、地域貢
献拠点となるアリーナとの相乗効果を最大化するため、三河安城マチナカ協創
地区全体がアリーナになる を目指します。

マチをつかう機能や仕掛けが十
分でなく、未利用地も散見され
、賑わいに欠ける。
マチの特徴もわかりづらい。

三河安城のつかう活動は加
速し、アリーナを核とした
まちづくりや地域連携、賑
わいが生まれる。

アリーナとの相乗効果を最大化
するため、地区全体がアリーナ
になる「三河安城マチナカアリ
ーナ」を目指す。

駅前をはじめ三河安城マチナカ協創地区内には大小さま
ざまな空地や、ゆとりのある空間が散見されます。
そのような場を として 、積極
的に活用します。
アリーナの活動に関連するスポーツや健康維持増進の場
やイベント、日常の生活や災害時対応、教育や学習をサ
ポートする場になり、 や を高めます。

現在は工業色が強い安城市ですが によって
と呼ばれるまでの農業地帯に発展した歴史があります。マチの発展の礎を築
き、市民の生活に寄り添う ですが、駅前は見えなくなっており
、大きな建物や空地が多いことも相まってマチが分断されています。

とした場をつくる又は可視化す
ることで を高め、分断されたマチをつなぎ、 を高め
、 させます。

「明治用水」により
農業都市として発展

マチをつなぎ、回遊性を生む明治用水のネットワーク

昭和26年　明治用水沿い
日本デンマーク時代の賑わい

「明治用水」が分かりづらい
賑わいが生まれていない

「明治用水」をモチーフ
賑わいの流れを生む
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在来線と新幹線駅を結ぶ連絡通路は、設備の不足や老朽化といった課題が
みられるものの、駅前やアリーナに向かって開かれており、

を有しています。そこで、少し高い位置から
をつくります。

連絡通路の長さや高さを活かしたファニチャーや部分的に半外部化した眺
望デッキの設置、壁面を利用した広告や案内を設けます。ただの通路では
なく、 要素の一つとして活用します。
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車道で分断された場所、円滑な移動や安全が十分ではない場所
、魅力的な歩行者空間ではない場所が多く見受けられました。
そこで、必要箇所に横断歩道の設置や道路空間の再分配及び交
通規制等、歩道や駐車場の一部に機能を付加します。

し、アリーナや見立てのサテラ
イトアリーナをはじめとする要所等をめぐることで

。

市民・民間・行政をつないでいる既存の「安城市公民連
携フロント」と連携して を設けます。
 マスタープランの方向性は堅持しつつも、様々な場所
のプロジェクトを先行的に進め、具体的なまちの変化を
通じて市民や民間の様々なステークホルダーを巻き込み
、 します。

でまちづくりを進め、お互いがもつヒト、モノ
、資産を活かして利益を生み出し続ける

につなげます。具体的には、アリーナとの連携で
生まれる収入やキッチンカーの売上の一部を地域貢献費
として運営に使える仕組みの構築や、広告の掲出と得た
協賛金を維持管理に充当するなどが考えられます。
また、2040年の完成を目指して４つのステップを繰り
返しながら を継続的に行うことで持
続可能なマチを共につくります。主体となる利用者や各
企業もコミットし、計画に反映される仕組みとします。
また、 や
に参画するためのイベントや事業を行っていきます。
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アリーナが見えるよ！
少しあそこ休憩しようか

イベントやってる！
楽しそう！

駅に着いたら楽しい空間があ
ったからそこで待ってるね！

アリーナと連携し
ていて楽しいな！

三河安城ってこんなに
も素敵な街なんだー！

地元野菜も安城梨
もすごい美味い！

前は駐車場だったけど良い
空間に変わったね！

市民団体主催のウォーキングや
サイクリング活動もより楽しく
なって最近人気だよ！

今日はシーホース
三河の試合だよ！

シェアサイクルで街
を巡るのもいいね！

多世代が集ってい
て快適な空間！

明治用水沿いを散歩するだけ
でもイベントや休憩スペース
があって楽しいね！

安全に広場まで行けて安心！

横断歩道があるから色々
な場所に行きやすい！

明治用水遊歩道沿いでスポーツ
気分がいいなー！

あっちに気持ちがよさそ
うな緑地帯があるぞ！

アリーナ近くの公園で
スポーツイベントだ！

まちを巡ると楽しみな
がら健康になれるね！

アリーナに行くまでの道が
スポーツ関連の場になって
いて楽しいね！この道は歩行者空間が広く

てイベントもやってるよ！

こっちも賑わってる！
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